
　

　スラッファ体系の解釈

Some Interpretations

of the Sraffa System

八　木　尚　志 　

This paper discusses three issues in the Sraffa system: an interpretation

of the prices and the wage measured in terms of labour, the relationship

between wage fund theory and the Sraffa system, and the reproduction

process of the Sraffa system. On the first issue, we will compare the

condition of standard in our Sraffian model with the condition of gold

as standard which appears in Pasinetti (1977). By introducing a notion

of value of labour (vL), we will interpret the prices of the Reduction

equation of the Sraffa system as the prices measured in terms of labour

and explain two different notions of labour commanded in the Sraffa

system. On the second issue, we defined the rate of profit to the wage,

in addition to the rate of profit to the produced means of production

(Yagi (2016)). Then we formulated the same equation of the general

price level as the price equation of the wage fund theory by transforming

the Sraffa system into an aggregate model. Finally, we will discuss the

reproduction process of the Sraffa system. When the rate of profit is

positive, the purchasing power of the net product measured in terms

of labour exceeds the actual total labour. On the contrary, the actual

total labour is kept constant through time in the Sraffa system. To

give a consistent explanation of these requirements, we can consider the

case that there is no investment and the profit is expended only on

the consumption of commodities when the rate of profit is positive.
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1. はじめに
2017年の今年は、リカードウの『経済学および課税の原理』の出版の 200

周年にあたる。リカードウの全集の編者であるスラッファの経済学への関心は
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薄れて久しくなっているが、スラッファの経済学は、現代の経済学に対して、

重要で新しい分析枠組みを提示するものである。八木（2000）、Yagi（2007）

は、スラッファの『商品による商品の生産』（Sraffa（1960））の第 1部の標準

について逐次検討を行い、スラッファ体系の特徴を明らかにしている。本稿で

は、そこで論じてこなかった論点を 3つ取り上げて説明する。第 1は、スラッ

ファ体系における標準についてであり、リカードウの尺度としての金の価値に

関する条件式と対比して、スラッファの標準純生産物の価値と総労働量との関

係について述べる。そして、スラッファの「日付のある労働量への還元」方程

式（Sraffa（1960））の標準を明らかにし、2つの異なる支配労働の考え方を示

すことにする。第 2に、賃金基金説との関係を取り上げる。現代の経済学にお

ける資本の概念は、生産に先立って存在する生産要素のストックとしての資本

である。これに対して、賃金基金説では、資本は賃金総額である。固定資本と

土地を含まない単純なスラッファ体系においては、生産は生産された生産手段

と労働によって行われるが、部門を統合して集計量でみると、総労働量が純生

産物を生産する捉え方に転換することができ、生産された生産手段は背後に隠

れる。そこで、標準純生産物の価格である物価水準の式を説明する賃金基金説

型の価格方程式を示すことが可能である。第 3に、スラッファ体系において再

生産がどのように考えられるかについて論じることにする。剰余が存在する場

合のスラッファ体系では、期末に得られた総生産物は生産された生産手段の補

填と賃金と利潤への純生産物の分配に当てられる。賃金は総労働量を雇用し、

次期の生産が行われる。剰余が存在する場合には、利潤率は正の場合を含めて

分配関係の分析が行われている。正の利潤率と、スラッファの想定である労働

供給が一定で同一の生産体系で生産が年々繰り返される場合がどのような意味

で整合的であるのかについて検討を行う。

2. 2つの支配労働
まず、スラッファ体系における標準について考え方を説明してみよう。ス

ラッファ体系においては、標準純生産物が価格と賃金の標準となることがで

きる。また、標準純生産物を生産するための労働量も標準となることが可能
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である。そして、スラッファの「日付のある労働量への還元」方程式（Sraffa

（1960））の標準は、労働量であると考えることができる。そのことを検討する

ために、まずリカードウの体系における金を標準とすることを考えてみよう。

金を標準として他の商品や賃金を表すためには、金の価格を 1と基準化し

て他の商品の価格および賃金と金の価格との相対価格をとればよい。しかし、

リカードウ体系において金を標準とする場合には、必ずしも金の価格を 1と

する標準の条件を採用するのではなく、1単位の労働量が生み出す金の価値を

1と基準化する条件も採用されている（Pasinetti（1977）, Tosato（1985））。

Pasinetti（1977）では、金は、収穫一定の技術で労働のみで生産される。金の

物的な生産量を G、金を生産する労働量を LG とすると、生産関数は

G = αLG (1)

と表すことができる。金の価格を pG とすると、金を標準とする場合には、そ

の価格 pG を pG = 1とすればよい。しかし、金を標準とする条件式を

αpG = 1 (2)

と与えている。この場合、金を生産する 1単位の労働が生産した金の価値を 1

と置くということである（Pasinetti（1977）邦訳 18頁）。したがってこの場

合、他の商品の価格と賃金は金の数量で表される。

さて、(2)式は、(1)式を考慮して、以下のように変形できる（八木（2010））。

GpG = LG (3)

このとき、右辺は労働量で測られている。そうすると左辺についても労働量の

単位で計られていると解釈することができる。しかし、そのことは、どのよう

に考えるべきなのだろうか。(2)式の左辺の価値は本来さまざまな値をとりう

る。そこで、1と基準化する前の左辺の価値を vL とする。この vL を用いて、

(1)式を考慮して (2)式の左辺を

(G/LG)pG = vL (4)

とおく。vL は金を生産する労働 1単位の価値であるとする。この式の右辺の

vL を 1と基準化し
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vL = 1 (5)

とおくことが新たな標準の条件となる。(5)式の条件の下では、他の商品の価

格は、(2)式の条件の下とは異なり、金を生産する労働量の単位で表されるこ

とになる。(3)式の左辺が労働量で測られるという場合、労働の評価の変数 vL

を導入し、(5)式の条件の下で、価格が pG/vL で表されていると解釈すること

が可能である。ところで (4)式は

GpG = vLLG (6)

と表すことができる。この式は、金の価値と労働の価値が等しいことを表して

いる。スラッファ体系に、この (6)式と同様の式を導入することによって、ス

ラッファ体系の理解を深めることができる。

スラッファ体系において、架空の標準純生産物は現実の総労働量で生産され

る。Sraffa（1960）の第 1部の体系に対応する単純なスラッファ体系を考える

ことにしよう。この生産体系では、固定資本や土地は存在せず、ひとつの産業

はただひとつの商品を生産している。商品の数は nであるとする。したがっ

て、産業の数も nである。この体系の総生産量ベクトルを x、労働投入係数ベ

クトルを lA、そして総労働量を LA とする。ベクトル xと lA は、単純化し

て，x > 0，lA > 0であると仮定する．そうすると、現実の総労働量は、

LA = xlA (7)

で表される。労働量 1単位の価値を vL とし、投入係数行列の固有ベクトルを

用いて定義されるスラッファの標準純生産物ベクトルを s、商品の価格ベクト

ルを pA とする。そうすると、標準純生産物の価値と総労働量の価値の均等を

表す方程式は

spA = vLxlA (8)

と与えられる。スラッファ研究でこの (8)式を示して研究を行っている例はな

く、Yagi（2012）（2016）等で示されている式である。この (8)式は、金を標

準とする条件の (6)式に対応している。(8)式をスラッフィアンの価格体系に

加えることによって、スラッファ体系における価格の標準を考えてみよう。
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まずスラッファの価格体系について説明する。賃金は後払いで、部門間で均

等利潤率と均等賃金率が成立しているものとする。産業連関分析で用いられる

投入係数行列の転置行列をA、労働投入係数ベクトル lA に対応する価格ベク

トル（列ベクトル）を pA、均等賃金率を wA とし均等利潤率を rK とすると、

スラッファの価格体系は、

pA = (1 + rK)ApA + wAlA (9)

で与えられる。ここで、利潤率 rK は外生変数であるとし，最大利潤率を Rと

して，利潤率 rK の取り得る範囲は 0 ≤ rK < Rとする。(9)式に (8)式を加

えることにより拡大された価格体系である評価体系を得る。(8)(9)式の評価体

系では、方程式は (n + 1)本であり、変数は (pA, vL, rK , wA)の (n + 3)個

である。そこで、標準の条件が与えられ、外生変数の 1つが与えられれば、体

系は決定する1)。

(8)(9)式からなる体系では、利潤率 rK が 0 ≤ rK < Rにあるとき、

vL = 1 ⇔ spA = xlA

⇔ rK = R(1 − wA) (10)

1) スラッファは Sraffa（1960）の 10 節で、総労働量を 1 に基準化している。その場合、労働投
入係数ベクトルは

lS = (1/xlA)lA

となり、総労働量は

LS = xlS = 1

である。労働投入係数ベクトル lS に対応する価格ベクトル（列ベクトル）を pS，均等賃金率
を wS とすると，そのときのスラッファの価格方程式体系は，

pS = (1 + rK)ApS + wSlS

となる。このとき、

spS = 1 ⇔ rK = R(1 − wA)

が成り立つので、このとき (11)(12) 式の解釈が成り立ち、また、

psp = pA/spS wS = wA/spS

のように標準純生産物が価格と賃金を表すと考えることは可能である。
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が成立する。条件 vL = 1での価格は、

pv = pA/vL = (1 − rK/R)[ I − (1 + rK)A]−1lA (11)

である。ここで、Iは単位行列である。(11)式の pv は、労働量で測定された

価格ベクトルであり、スラッファのいう「日付のある労働量への還元」方程式

である（Sraffa（1960）第 6章）。条件 vL = 1の下での賃金は、

ωv = wA/vL = 1 − rK/R (12)

である。(12)式の ωv は、標準純生産物を生産する労働量 1単位の価値 vL の

うち賃金として支払われる部分のシェアでもある。

他方、(11)式の価格方程式から

pw = pA/wA = pv/ωv = [ I − (1 + rK)A]−1lA (13)

を定義することができる。(13)式の価格は

wA = 1 (14)

の条件の下で表されており、価格は支配労働量で測定されている。vL = 1の

条件の下で表された価格もまた労働を評価する変数 vL を基準化して他の価格

を表しているので、(11)式の価格も支配労働量とみなすことができる。労働

の評価に関する変数は、vL と wA の 2つである。支配労働の定義も 2つ存在

する2)。

3. 賃金基金説との関係
賃金基金説における資本は賃金総額である。ここで、生産量を y、労働量を

nとすると、労働生産性の逆数は、

y/n = α (15)

である。そうすると、賃金率を wA、利潤率を rw、商品の価格を pとすると、

2) 藤塚（1990）は、アダム・スミスの価値論を解釈して、支配労働と投下労働は同じものの異な
る見方を提示したものであると主張する。(11) 式の価格は、(13) 式の支配労働とは異なり、
spv = xlA を満たすような総労働量の部分を表している。
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賃金基金説に基づく価格方程式は

p = (1 + rw)wAα (16)

と表すことができる。

スラッファの体系では、生産された生産手段が生産に用いられるので、(9)

式で示したように、価格方程式は賃金基金説のそれとは異なるものとなる。賃

金は後払いであり、利潤は生産された生産手段に対して支払われる。しかし、

集計すると (10)式の spA = xlA が得られるように、純生産物と総労働量の

投入の関係のみに統合され、生産された生産手段は背後に隠れてしまう。そこ

で、標準純生産物を生産する集計量の関係を考えてみよう。その場合、集計量

で見た物価水準に関して、(16)式のような賃金基金方程式の形にスラッファ

体系を転換することができる。

まず、賃金基金説の場合の利潤率とスラッファ体系の生産された生産手段に

対する利潤率は、利潤率の定義が異なるので、スラッファ体系における賃金に

対する利潤率というものを定義する（Yagi（2016））3)。vL = 1の条件の下で

の賃金率は ωv、利潤分配率あるいは利潤が πv である。そこで賃金に対する利

潤率は

rw = πv/ωv = rK/ωvR (17)

と定義することができる。この利潤率の概念を用いると、(12)式の関係より

1 = ωv + rwωv (18)

が成り立つ。この式は、ωv の定義から

vL = wA + rwwA = (1 + rw)wA (19)

と変形することができる。

他方、集計量での表記を以下のようにしよう。まず、実質標準所得を

S = spv (20)

と置くことにする。(10)式の条件の下では、(20)式の標準所得は利潤率が変

3) 剰余と分配に関しては、Garegnani, P.（1960）（1987）を参照。
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化しても一定の値となる。また (10)式の条件を満たす場合の (20)式の集計量

S の価格（物価水準）を P と表すことにする。総労働量は、(7)式で与えられ

ている。そうすると、(8)式は

SP/LA = vL (21)

と表すことができる。(19)(21)式から vL を消去すると

SP/LA = (1 + rw)wA (22)

が得られる。価格の決定式に変形すると

P = (1 + rw)wALA/S (23)

となる。あるいは rK = R(1−wA)の条件の下では (10)式から LA/S = 1で

あるので、

P = (1 + rw)wA (24)

となる。スラッファ体系のこのような理解は、古典派の賃金基金説とスラッ

ファ体系、および現代のマークアップ価格形成式とスラッファ体系を結びつけ

るものである。

4. 再生産と非基礎財
単純なスラッファ体系では、ある期間に生産される生産物と労働のみが購入

の対象である。生産期間の期末には生産された生産手段が補填され、剰余とし

ての純生産物が賃金と利潤に分配される。労働者はこの賃金財を受け取り次の

生産期間にそれを消費して労働を行う。このような意味で、スラッファ体系は

商品が商品を生産している再生産の体系である。スラッファは、「生産が日々

変わらないままに続けられるような体系」（Sraffa（1960）邦訳序文 2頁）を

分析することを述べている。以下では、これがどのような条件のもとで可能で

あるのかを検討してみよう。

剰余が存在する体系では、利潤率はゼロと最大利潤率の間で正の値を取りう

る。スラッファの想定の場合には、総労働量は一定でのままで再生産が行われ

る。この体系では同じ生産が繰り返されるので、純投資は行われない。標準純
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生産物が期末に購買可能な労働量は、総労働量が xlA であるので、次の式で

表される。

spw = (1/ωv)xlA = {R/(R − rK)}xlA (25)

生産された生産手段に対する利潤率 rK ではなく、賃金に対する利潤率 rw を

用いて (25)式を書き直してみると、

spw = (1 + rw)xlA (26)

となる。この式から、標準純生産物で購買可能なものが労働のみである場合、

(26)式は労働需要を表すことになる。期末の労働需要を ND とすると、

ND = (1 + rw)xlA (27)

となる。他方、労働供給 NS は一定であるので、

NS = xlA (28)

である。したがって、労働需要と労働供給が等しい場合、利潤率はゼロ、すな

わち、

rw = 0 (29)

でなければならない。これより、rK = 0も導くことができる。しかし、スラッ

ファ体系では利潤率が正の場合も分析に含められる。そこで、標準純生産物で

購買可能なものが労働のみであると想定することはできず、労働量で表された

購買力のうち rwxlA の相当分は商品の購入に振り向けられなければならない

ことになる。

標準純生産物が購入しうる労働量ではなく、現実の純生産物が購入しうる労

働量を用いる場合で見てみよう。現実の純生産物ベクトルを y、現実の生産さ

れた生産手段ベクトルを zY、標準体系の総生産量ベクトルを q，標準体系の

生産された生産手段ベクトルを zS とすると、標準体系では、

spv = rKzSpv + ωvxlA (30)

現実の体系では
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ypv = rKzY pv + ωvxlA (31)

となる。したがって、(31)式から (30)式を差し引けば

ypv − spv = rK(zY pv − zSpv) (32)

が得られる。利潤率の定義を変えて式を書き換えると

ypv = spv + rwωvR(zY pv − zSpv) (33)

となる。(26)(33)式から

ypw = xlA + rw{xlA + R(zY pv − zSpv)} (34)

となる。したがって、労働量で表された購買力のうち rw{xlA+R(zY pv−zSpv)}

の相当分は商品の購入に振り向けられなければならない。

賃金が後払いとして扱われることで、賃金は生産された生産手段を除いた

剰余である純生産物から支払われることになる。そのため、賃金財バスケット

を構成する商品は、必ずしも生産された生産手段を構成する商品と同じとはな

らない。同様に、利潤で購入される財バスケットも、生産された生産手段と同

じになるとは限らない。生産された生産手段を構成する商品と同じ商品は、ス

ラッファのいう基礎的生産物である。他方、生産された生産手段を構成する商

品と異なる商品は、非基礎的生産物である。単純なスラッファ体系では、賃金

財の支払いを受けて雇用される労働者が生産された生産手段と純生産物を生産

する。標準体系の純生産物は基礎的生産物から構成される。これに対して、現

実の純生産物は、基礎的生産物ばかりではなく非基礎的生産物を含む可能性が

ある。

5. 結論
本稿では、固定資本と土地が存在しない単純なスラッファ体系について、第

1に、リカードウの金を標準とする条件の式と対比をして、標準純生産物の価

値と総労働量の価値の均等の式を導入した。そして、「日付のある労働量への

還元」方程式の場合の標準が労働量となるための条件が労働の価値を 1とす

る vL = 1であることを示した。そして、賃金率を 1と基準化する wA = 1と
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する条件とあわせて、2つの異なる支配労働の考え方があることを示した。第
2に、スラッファ体系において、ストックとしての資本に対する利潤率ではな
く、賃金に対する利潤率を定義した。そして、スラッファ体系を集計量で見る
ことで、賃金基金説に対応する物価水準にかんする価格方程式を示した。第 3

に、スラッファ体系における再生産の過程を検討し、労働量一定で同じ生産体
系での生産が繰り返されることと正の利潤率の両立可能性を検討し、利潤率が
正である場合には、利潤は現実に生産されている純生産物の消費にすべて向け
られなければならないことを明らかにした。

〔付記〕本稿の研究は、科学研究費補助金・基盤研究（A）・課題番号 17H00982

の助成を受けている。
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